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的
暴
力
―
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合

的
研
究
」（
二
〇
一
五
年
度
―
二
〇
一
八
年
度
）
の
成
果
と
し
て
刊
行
さ

れ
る
も
の
で
、
科
研
自
体
は
二
〇
一
八
年
度
で
終
了
し
て
い
る
が
、
身
心

変
容
技
法
研
究
会
の
活
動
は
現
在
も
な
お
活
発
に
続
け
ら
れ
、
そ
の
成
果

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

aza-sophia.la.coocan.jp

）
上
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
『
身
心
変
容
の
科
学
』
で
は
瞑
想
を
自
然
科
学

の
方
法
で
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
研
究
、
第
二
巻
『
身
心
変
容
の
ワ
ザ
』

で
は
芸
能
や
武
道
も
含
め
た
広
い
意
味
で
の
伝
統
的
宗
教
文
化
に
お
け
る

身
心
変
容
論
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
二
巻
の
内
容
お
よ
び
「
身
心
変

容
」
の
概
念
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
科
研
の
分
担
者
で
も
あ
る
鶴

岡
賀
雄
の
書
評
を
参
照
さ
れ
た
い
（『
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
』
二
〇
一
八
年
、

一
〇
一
―
一
一
三
頁
）。

本
書
の
構
成
と
内
容

　

本
書
は
三
二
本
の
文
章
か
ら
な
る
大
著
の
た
め
、
そ
の
す
べ
て
を
紹
介

す
る
余
裕
は
な
い
。
以
下
で
は
、
章
ご
と
に
構
成
と
概
要
を
示
し
た
う
え

で
、
評
者
の
関
心
を
引
い
た
論
文
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

序
章

医
療
と
身
心
変
容
技
法
の
原
点
と
展
開 

鎌
田
東
二

　

序
章
で
は
、
身
心
変
容
技
法
の
起
源
は
、
原
始
・
古
代
の
狩
猟
民
が
生

態
系
を
維
持
し
つ
つ
狩
猟
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
編
み
出
し
た
、
動

物
に
近
づ
く
た
め
に
狩
猟
対
象
の
動
物
に
な
る
洞
窟
儀
礼
で
あ
る
と
い
う

大
胆
な
仮
説
が
展
開
さ
れ
た
の
ち
、
記
紀
神
話
か
ら
『
鬼
滅
の
刃
』
に
至

鎌
田
東
二
編

『
身
心
変
容
と
医
療
／
表
現
〜
近
代
と
伝
統

│
│  

先
端
科
学
と
古
代
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
結
ぶ 

 
身
体
と
心
の
全
体
性 

│
│
』

日
本
能
率
協
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
一
年
三
月
刊

Ａ
５

判　

六
二
〇
頁　

三
八
〇
〇
円
＋
税

稲　

村　

め 

ぐ 

み

背
景

　

本
書
は
身
心
変
容
技
法
研
究
会
の
発
行
す
る
雑
誌
『
身
心
変
容
技
法
研

究
』
に
収
録
さ
れ
た
論
文
や
口
頭
発
表
を
ま
と
め
た
「
身
心
変
容
技
法
シ

リ
ー
ズ
」
全
三
巻
の
最
終
巻
で
あ
る
。「
序
章
」
に
よ
れ
ば
、
身
心
変
容

技
法
と
は
、「
身
体
と
心
の
状
態
を
当
事
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り
替
え
、
変
容
・
転
換
さ
せ
る
知
と
技
法
」

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
祈
り
・
祭
り
・
元
服
・
洗
礼
・
灌
頂
な
ど
の
伝

統
的
宗
教
儀
礼
、
瞑
想
・
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
武
道
・
武
術
・
体
術
な

ど
の
修
行
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歌
・
合
唱
・
舞
踊
な
ど
の
芸
術
や
芸
能
、

治
療
・
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
、
諸
種
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
（
五
頁
）。『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
と
「
身
心
変
容
技
法
シ
リ
ー

ズ
」
は
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
編
者
で
あ
る
鎌
田
東
二
が
研
究
代
表
者
を
つ
と

め
る
科
研
基
盤
研
究
Ａ
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
―
心
と
体
と
モ

ノ
を
つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」（
二
〇
一
一
年
度
―
二
〇
一
四
年
度
）

お
よ
び
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
た
科
研
基
盤
研
究
Ａ
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
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体
育
と
教
育
と
医
療
│
│
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
可
能
性 

稲
葉
俊
郎

自
律
性
療
法
（
心
身
医
学
）
と
後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
の
神
話
と
啓
示
の
哲
学

 

濱
田　

覚（
教
育
哲
学
）

現
代
日
本
手
技
療
法
│
│
脊
椎
操
法
の
実
証
的
研
究
へ
向
け
て

 

藤
守　

創（
鍼
灸
師
／
哲
学
）

東
洋
医
学
治
療
と
音
│
│
気
滞
、
瘀
血
を
動
か
す
音

 

中
田
英
之（
医
師
／
産
科
婦
人
科
・
漢
方
医
学
）

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気
功
と
武
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
研
究

 

張　

明
亮（
中
医
師
・
気
功
家
）

　

第
２

章
で
は
、
主
に
医
療
者
の
視
点
か
ら
、
多
様
な
医
療
に
お
け
る
身

心
変
容
技
法
が
論
じ
ら
れ
る
。
濱
田
は
本
章
の
執
筆
者
の
中
で
唯
一
医
療

者
で
は
な
く
教
育
哲
学
を
専
攻
す
る
大
学
院
生
だ
が
、
自
分
自
身
に
自
律

性
療
法
（
自
律
訓
練
法
）
を
施
術
し
た
経
験
か
ら
、
シ
ェ
リ
ン
グ
思
想
の

影
響
を
受
け
た
心
身
医
学
の
一
つ
の
自
律
性
療
法
は
「
予
備
学
」
と
し
て

の
哲
学
の
「
予
備
行
」
と
し
て
、
カ
ン
ト
に
は
じ
ま
る
、
理
性
を
超
え
た

も
の
を
い
か
に
理
性
に
よ
っ
て
把
握
し
う
る
の
か
と
い
う
ド
イ
ツ
古
典
哲

学
の
原
理
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
解
決
法
で
あ
る
と
主
張
す

る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・
メ
デ
ィ
ス
ン
の
理
念
に
お
い
て
は
、
エ
ビ

デ
ン
ス
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
も
考
慮
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
は
研
究
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
エ
ビ
デ
ン
ス 

レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
一
つ
の
論
文
の
内
容
を
精
査
し
総
体
的
に 

エ
ビ
デ
ン
ス
の
質
を
判
断
す
る
方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
（Benjam

in 
D

julbegovic, Gordon H
 Guyatt, “Progress in evidence-based 

m
edicine: a quarter century on, ” T

he Lancet, V
ol. 390, pp. 

る
ま
で
の
日
本
仏
教
と
神
道
に
お
け
る
医
療
と
身
心
変
容
技
法
の
起
源
伝

承
が
考
察
さ
れ
る
。

第
１

章　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
統
合
医
療

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
認
知
行
動
療
法

 

熊
野
宏
昭（
臨
床
心
理
学
・
行
動
医
学
）

統
合
医
療
の
観
点
か
ら
の
負
の
感
情
の
浄
化
と
霊
的
暴
力

 

林　

紀
行（
医
師
／
内
科
・
精
神
科
）

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
彼
方
へ 

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

　

第
１

章
で
は
、
熊
野
と
林
が
精
神
医
学
・
心
理
学
の
知
識
と
臨
床
経
験

か
ら
、
井
上
が
仏
教
学
の
視
点
か
ら
、
近
年
医
療
や
教
育
な
ど
広
い
分
野

で
注
目
さ
れ
て
い
る
瞑
想
で
あ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
考
察
し
て
い

る
。
熊
野
に
よ
れ
ば
、
認
知
行
動
療
法
は
認
知
療
法
と
行
動
療
法
と
い
う

二
つ
の
異
な
る
理
論
を
内
包
し
て
い
る
た
め
、
臨
床
上
不
都
合
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り
入
れ
た
認
知
行
動
療
法

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
消
で
き
る
。
井
上
は
「
念
処
経
」

や
律
蔵
の
分
析
を
通
じ
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
訓
練
体
系
や
意
識
の
分

析
体
系
を
解
説
す
る
。
井
上
に
よ
れ
ば
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
内
・
外
・

内
外
（
主
観
的
、
客
観
的
、
間
主
観
的
）
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
の
観

察
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
メ
タ
認
知
的
機
能

は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
俯
瞰
的
視
点
を
育
む
器
の
役
割
を
果
た
す
。

第
２

章　

多
様
な
医
療
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法

未
来
の
医
療
と
身
心
変
容 

稲
葉
俊
郎（
医
師
／
総
合
診
療
科
）

日
本
最
古
の
医
書
『
医
心
方
』
に
見
る
身
心
変
容 

稲
葉
俊
郎
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概
念
に
基
づ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
、
同
様
の
問
題
意
識

を
持
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

張
は
、
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気
功
を
、「
医
薬
」「
養
生
」
な
ど

の
用
語
の
解
説
を
糸
口
に
丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
。
特
に
、
現
在
の
気
功

が
「
導
引
」「
吐
納
」「
存
思
」
の
三
要
素
を
総
合
し
た
名
称
で
あ
り
、
身

体
性
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
気
」
と
い
う
語
の
先
入
観
か
ら

「
目
に
見
え
な
い
、
触
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
」（
二
五
五
頁
）
の
み
を

扱
う
も
の
だ
と
い
う
誤
解
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
だ
ろ
う
。

第
３

章　

心
理
療
法
と
精
神
医
学
と
神
経
科
学

心
理
療
法
に
お
け
る
暴
力
の
浄
化
と
そ
の
危
険
│
│
ユ
ン
グ
の
体
験
か
ら

 

河
合
俊
雄（
ユ
ン
グ
派
分
析
家
・
公
認
心
理
師
）

音
楽
療
法
に
お
け
る
身
心
変
容
の
諸
相
│
│
医
学
・
ト
ラ
ン
ス
・
強
度

 

阪
上
正
巳（
精
神
科
医
／
音
楽
療
法
研
究
）

「
畏
敬
の
念
」
は
攻
撃
行
動
を
生
ず
る
の
か
？

 

野
村
理
朗（
教
育
認
知
心
理
学
）

神
経
科
学
と
身
心
変
容
│
│
分
子
・
神
経
回
路
か
ら
世
界
史
ま
で

 

松
田
和
郎（
脳
神
経
科
学
）

分
子
生
物
学
的
視
点
か
ら
み
た
外
的
ス
ト
レ
ス
と
恒
常
性
維
持

 

古
谷
寛
治（
生
物
分
子
科
学
）

　

第
３

章
で
は
、
心
理
療
法
と
精
神
医
学
、
さ
ら
に
神
経
科
学
や
生
物
分

子
科
学
の
専
門
家
の
論
考
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
身
心
変
容
を
「
唯
脳
」

論
的
に
解
釈
し
、
あ
る
い
は
、
細
胞
周
期
を
祭
事
を
補
助
線
と
し
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
、
人
文
学
と
自
然
科
学
の
協
働
を
目
指
し
た
挑
戦

的
か
つ
大
胆
な
姿
勢
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
河
合
は
霊
的
暴
力
を
「
個
人

415-423, 2017

）。
統
合
医
療
研
究
で
も
エ
ビ
デ
ン
ス
の
質
が
求
め
ら
れ

て
き
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
る
の
が
藤
守

の
論
文
で
あ
る
。

　

藤
守
は
、
統
合
医
療
の
有
効
性
を
科
学
的
に
実
証
し
よ
う
と
す
る
研
究

の
方
法
論
的
不
備
を
指
摘
す
る
。
こ
の
種
の
研
究
に
は
比
較
的
高
い
エ
ビ

デ
ン
ス
レ
ベ
ル
を
も
つ
と
さ
れ
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
（
無
作
為
化
比
較
対
照
試
験
）

を
用
い
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
に
は
以
下
の
三
点
の
問
題
が
あ
る
。
⑴

Ｒ
Ｃ
Ｔ
は
物
理
的
実
体
に
還
元
で
き
る
原
因
と
結
果
が
一
対
一
の
関
係
に

あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
が
、
多
く
の
統
合
医
療
は
物
理
的
要
素
に
還
元

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
⑵
近
代
科
学
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
の

多
い
統
合
医
療
独
自
の
医
学
理
論
が
無
視
さ
れ
る
⑶
人
間
の
感
覚
を
科
学

的
表
現
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
統
合
医
療
の
臨

床
研
究
に
お
い
て
は
Ｒ
Ｃ
Ｔ
を
適
応
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
を
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
藤
守
は
脱

理
論
的
性
質
を
持
つ
現
代
日
本
手
技
療
法
（
整
体
）
を
対
象
と
す
る
こ
と

で
⑴
⑵
の
問
題
を
あ
る
程
度
回
避
し
つ
つ
、
整
体
師
が
感
覚
的
に
把
握
し

て
い
る
体
の
歪
み
を
計
測
し
て
感
覚
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
藤
守
の
指
摘
は
、
統
合
医
療
研
究
の
陥
り
が
ち
な
袋
小
路
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
統
合
医
療
で
は
、
個
別
の
症
状
と
人
間
を
切
り
離
さ

ず
、
全
人
的
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
り
、
西
洋
医
学
に

対
す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
藤
守
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
統
合
医
療
研
究
に
お
け
る
Ｒ
Ｃ
Ｔ
の
無

反
省
な
援
用
は
、
統
合
医
療
の
包
括
性
を
捨
て
一
部
を
取
り
出
し
て
西
洋

医
学
に
組
み
込
ん
で
し
ま
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
中
田
も
、
東
洋
医

学
を
西
洋
医
学
の
枠
組
み
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
東
洋
医
学
の
基
本
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に
関
す
る
興
味
深
い
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
評
者
の
関
心
か
ら
現

代
芸
術
に
お
け
る
身
心
変
容
を
論
じ
た
も
の
を
紹
介
し
た
い
。
藤
枝
は
現

代
音
楽
と
瞑
想
が
融
合
し
た
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
作
曲
家
ポ
ー
リ
ー

ン
・
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
「
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
デ
ィ

ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
現
代
美
術
で
も
、
お
お
む

ね
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を

中
心
に
、
何
ら
か
の
内
容
を
表
現
し
、
鑑
賞
者
に
伝
達
す
る
―
そ
れ
が
歴

史
や
物
語
で
あ
れ
、
世
俗
的
な
風
景
や
感
情
で
あ
れ
、
作
者
の
主
張
や
哲

学
的
考
察
で
あ
れ
―
の
で
は
な
く
、
鑑
賞
者
の
知
覚
や
身
体
感
覚
を
変
容

さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
作
品
が
登
場
す
る
。
高
橋
の
作
品
も
こ
の
流
れ

の
上
に
あ
り
、「
鑑
賞
す
る
人
も
、
い
ま
ま
で
自
分
が
持
っ
て
い
た
知
覚

経
験
が
組
み
替
え
ら
れ
て
、
自
己
解
体
し
つ
つ
、
脱
主
体
化
さ
れ
る
と
い

う
よ
う
な
経
験
を
す
る
よ
う
な
装
置
」（
四
一
一
―
四
一
二
頁
）
と
し
て

の
芸
術
を
追
求
し
て
い
る
。
松
嶋
は
演
劇
を
「
宗
教
以
上
に
宗
教
的
な
も

の
」（
四
一
三
頁
）
と
し
て
探
究
し
、
厳
密
な
訓
練
に
よ
っ
て
身
体
と
精

神
の
関
係
性
を
考
察
し
た
イ
ェ
ジ
ィ
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
演
劇
論
を
「
技

法
」
と
は
何
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
る
。

第
５

章　

芸
能
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
と
身
心
変
容
技
法
の
社
会
性

 

小
西
賢
吾（
文
化
人
類
学
）

韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
「
巫
病
」
に
見
る
身
心
変
容

 

金　

香
淑（
文
化
人
類
学
・
比
較
文
化
論
）

女
性
の
心
の
病
と
ア
ン
ダ
イ
儀
礼

 
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
民
俗
医
療
研
究
）

を
超
え
た
世
界
や
宇
宙
の
救
済
の
次
元
に
関
わ
っ
た
た
め
生
じ
て
き
た
暴

力
（
二
八
六
頁
）」
と
規
定
す
る
が
、
個
人
の
救
済
を
問
題
と
す
る
現
代

の
心
理
療
法
で
は
、「
世
界
の
救
済
や
真
の
霊
的
暴
力
の
浄
化
に
至
ら
な

い
」（
二
八
六
頁
）
と
指
摘
す
る
。

第
４

章　

音
楽
・
知
覚
・
演
技
と
身
心
変
容
技
法

声
の
力
と
意
識
変
容
体
験 

町
田
宗
鳳

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
と
言
葉
│
│
声
を
発
し
、
記
す
身
体

 

柿
沼
敏
江（
音
楽
学
）

デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
と
身
心
変
容
技
法
│
│
ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ

ロ
ス
の
体
験
を
通
じ
て 

藤
枝　

守（
作
曲
家
）

記
憶
・
知
覚
・
身
体
へ
の
芸
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
│
│inter-Score

／
行

為
を
誘
発
す
る
装
置
と
し
て
の
記
譜 
高
橋　

悟（
美
術
家
／
構
想
設
計
）

俳
優
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
│
│
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
の
〈
否
定
の
道
〉

 

松
嶋　

健（
文
化
人
類
学
・
医
療
人
類
学
）

風
聞
の
身
体
、
名
も
な
き
実
在
論
│
│
奄
美
群
島
の
宮
澤
賢
治

 

今
福
龍
太（
文
化
人
類
学
）

〈
あ
わ
い
〉
の
身
心
変
容
技
法 

安
田　

登（
能
楽
師
）

無
心
の
ケ
ア
の
た
め
に
│
│
断
片
ノ
ー
ト

 

西
平　

直（
教
育
人
間
学
・
教
育
哲
学
・
臨
床
教
育
学
）

現
象
学
か
ら
創
発
学
へ
│
│
一
九
九
〇
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
哲
学
に
お
け
る

「
生
け
る
身
体living body

」
の
誕
生 

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

 

（
パ
リ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
）／
訳
・
奥
井
遼

　

第
４

章
で
は
、
音
楽
、
演
劇
、
美
術
な
ど
と
知
覚
の
問
題
が
扱
わ
れ
て

い
る
。
本
章
に
は
一
二
世
紀
の
ビ
ン
ゲ
ン
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
や
伝
統
芸
能
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本
書
で
扱
わ
れ
る
身
心
変
容
技
法
は
、
一
人
な
い
し
は
少
人
数
で
行
わ

れ
る
も
の
、
通
常
の
社
会
生
活
か
ら
は
離
れ
て
行
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。

こ
れ
を
補
完
す
る
の
が
、
現
代
の
社
会
的
活
動
と
し
て
の
身
心
変
容
技
法

の
諸
相
を
論
じ
る
終
章
で
あ
る
。
島
薗
は
鎌
倉
仏
教
を
日
本
仏
教
の
本
質

と
し
て
高
く
評
価
す
る
戦
後
日
本
仏
教
史
を
相
対
化
し
、
積
極
的
に
国
家

に
働
き
か
け
て
い
く
仏
教
の
原
動
力
と
な
っ
た
「
正
法
」
の
系
譜
に
連
な

る
も
の
と
し
て
、
現
代
の
仏
教
の
葬
祭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
提
示
す

る
。
そ
の
う
え
で
、
今
日
の
日
本
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
や
臨
床
宗
教
師
な
ど
の
新
た
な
展
開
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト

　

本
書
を
含
め
「
身
心
変
容
技
法
シ
リ
ー
ズ
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の

多
様
性
と
実
践
的
な
関
心
の
高
さ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
宗
教
学
・
人
類
学
の

研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
者
、
宗
教
家
、
芸
術
家
な
ど
多
様
な
論
者

に
よ
る
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
身
心
変
容
技
法
の

具
体
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
扱
う
対
象
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い

る
。
瞑
想
や
セ
ラ
ピ
ー
を
主
題
と
し
た
論
集
や
、
自
然
科
学
と
人
文
学
の

共
同
研
究
は
数
多
い
が
、「
身
心
変
容
技
法
シ
リ
ー
ズ
」
の
持
つ
射
程
の

広
さ
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
水
準
に
あ
る
。
ま
た
本
シ
リ
ー
ズ
に
収
録

さ
れ
た
論
考
に
は
、
西
平
の
世
阿
弥
の
「
伝
書
」
か
ら
「
無
心
の
ケ
ア
」

と
し
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
構
想
す
る
研
究
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
、

文
献
研
究
も
含
め
て
現
代
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
に
い
か
に
応
用
可
能

か
と
い
う
視
点
か
ら
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
。
本
書
が
身
心
変
容
技
法
の

現
在
地
を
把
握
す
る
上
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。

神
事
芸
能
と
身
心
変
容
技
法
│
│
国
風
の
歌
舞
（
春
日
大
社
社
伝
神
楽
と

神
楽
歌
） 

木
村
は
る
み（
舞
踊
学
）

「
癒
し
の
わ
ざ
」
の
現
場
か
ら
│
│
治
病
・
除
災
儀
礼
か
ら
た
ど
る
九
州

の
「
行
者
文
化
」 

加
藤
之
晴（
宗
教
学
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）

　

第
５

章
で
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
芸
能
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
チ
ベ
ッ

ト
、
韓
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
日
本
の
事
例
が
文
化
人
類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
小
西
、
木
村
、
加
藤
の
論
文
は
筆
者

自
身
に
よ
る
現
地
調
査
を
基
に
し
て
お
り
、
資
料
的
価
値
も
高
い
。
金
は

舞
踏
が
巫
病
を
抑
え
る
治
療
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
事
例
を
紹
介
し
て

い
る
。
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
治
療
儀
礼
を
先
行
研
究

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
象
徴
論
的
解
釈
や
医
学
的
解
釈
で
は
な
く
、「
シ
ャ

ー
マ
ン
的
感
覚
」
に
沿
っ
て
内
在
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
小
西
は
、

チ
ベ
ッ
ト
の
ボ
ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
を
チ
ベ
ッ
ト
東
部
シ
ャ
ル
コ
ク
地
方

と
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ワ
ー
ル
地
方
の
二
事
例
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
論

じ
る
。
小
西
は
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
内
容
を
詳
細
に
記
述
す
る
と
と
も
に
、
二

つ
の
事
例
を
「
行
者
の
共
同
体
」
が
よ
り
広
い
社
会
的
文
脈
に
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
比
較
し
、
身
心
変
容
技
法
と

社
会
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
端
緒
を
示
し
て
い

る
。終

章

社
会
の
な
か
の
仏
教
と
仏
教
身
体
技
法
│
│
正
法
理
念
か
ら
見
た
仏
教
の

倫
理
と
身
体 

島
薗　

進

新
た
な
医
療
の
領
域
と
精
神
文
化
に
根
ざ
し
た
ケ
ア
│
│
孤
立
化
の
時
代

に
お
け
る
地
域
文
化
資
源 

島
薗　

進
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み
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
海
外
で
は
霊
的
虐
待
に
関
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
日
本
語
で
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
書
籍
は
本

書
の
他
に
は
二
〇
二
〇
年
に
翻
訳
さ
れ
た
『「
信
仰
」
と
い
う
名
の
虐
待

か
ら
の
解
放
│
│
霊
的
・
精
神
的
な
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
ど
う
対
応

す
る
か
』（
パ
ス
カ
ル
・
ズ
ィ
ヴ
ィ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
、
い
の

ち
の
こ
と
ば
社
）
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
範
疇
が
主

に
キ
リ
ス
ト
教
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
書
で
は
こ
れ
を
キ

リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
の
み
な
ら
ず
、
災
害
や
戦
争
に
よ
る
暴
力
や
心
理

療
法
の
過
程
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
近
し
い
存
在
が
受
け
る

暴
力
（
河
合
論
文
）
や
代
替
医
療
の
死
亡
事
件
（
林
論
文
）
な
ど
も
含
め

た
よ
り
広
い
文
脈
に
再
定
位
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
書
に
は
霊
的
暴
力
を
扱
っ
た
論
文
は
序
章
の
他
に
林
・
河
合
の
二
本
し

か
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
い
か
に
霊
的
暴
力
を
防
ぐ
べ
き
か
と
い
う

問
い
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
後
の
研
究
の
さ
ら

な
る
進
展
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
書
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
収
載
さ
れ
て
い
る
論
文
の
中

に
は
し
ば
し
ば
学
術
論
文
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
注
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
参
考
文
献

を
直
接
確
認
す
る
と
筆
者
の
主
張
と
は
異
な
る
内
容
で
あ
っ
た
り
、
参
考

文
献
の
主
張
と
筆
者
の
主
張
の
区
別
が
曖
昧
な
記
述
に
な
っ
て
い
た
り
、

筆
者
の
主
張
を
根
拠
づ
け
る
引
用
や
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

人
文
学
的
な
知
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

は
、
実
践
者
に
よ
る
口
頭
発
表
や
試
論
的
エ
ッ
セ
イ
よ
り
も
、
む
し
ろ
専

門
的
な
研
究
者
に
よ
る
論
文
に
み
ら
れ
る
。
身
心
変
容
技
法
研
究
会
の
領

域
横
断
的
な
性
質
や
、
特
定
の
専
門
領
域
の
偏
り
や
方
法
論
的
拘
束
か
ら

　

さ
ら
に
、
特
に
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
本
書
の
優
れ
た
特
徴
と
し
て
、
身

心
変
容
技
法
の
負
の
側
面
、「
霊
的
暴
力
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
も
言
及
し
た
い
。
鎌
田
は
序
章
に
お
い
て
、
霊
的
暴
力
を
「「
宗

教
的
暴
力
」
の
中
で
も
、「
目
に
見
え
な
い
霊
的
（spiritual

）
な
モ
ノ
」

の
存
在
（spiritual being

）
や
力
（spiritual pow

er

）
に
よ
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
圧
迫
や
抑
圧
や
破
壊
」（
四
六
頁
）
と
定
義
し
て

い
る
。
さ
ら
に
霊
的
暴
力
は
、
あ
る
人
物
や
集
団
に
対
し
て
破
壊
的
な 

行
為
を
行
う
「
霊
的
虐
待
（spiritual abuse

）」
や
、
霊
的
な
世
界
観

を
背
景
に
し
た
嫌
が
ら
せ
で
あ
る
「
霊
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（spiritual 

harassm
ent

）」
に
分
類
で
き
る
。
霊
的
虐
待
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
英

語
圏
で
も
キ
リ
ス
ト
教
界
を
中
心
に
牧
会
や
臨
床
と
い
っ
た
実
践
的
関
心

か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
英
国
政
府
で
霊
的
虐
待
対
策
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
心
理
学
者
リ
サ
・
オ
ー
ク
リ
ー
に
よ
れ

ば
、
こ
の
語
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
使
わ
れ
始
め
、
当
初
は
カ
リ
ス
マ
運

動
や
福
音
派
の
弟
子
訓
練
に
限
定
し
て
語
ら
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
そ
の

他
の
教
派
で
も
霊
的
虐
待
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（Lisa O

akley, 
K

athryn K
inm

ond, Breaking the Silence on Spiritual A
buse, 

Palgrave M
acm

illan, 2013

）、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
霊
的
虐
待
に
関

す
る
書
籍
が
複
数
刊
行
さ
れ
た
。
霊
的
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
団
体
も
官
民

問
わ
ず
存
在
す
る
。
聖
職
者
に
よ
る
性
的
虐
待
や
、
家
庭
内
暴
力
の
文
脈

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
信
者
か
ら
聖
職
者
へ
の
霊
的
虐
待
も 

報
告
さ
れ
て
い
る
（Lisa O

akley, Justin H
um

phreys, E
scaping 

the M
aze of Spiritual A

buse, SPCK
, 2019

）。

　

身
心
変
容
技
法
の
負
の
側
面
に
も
目
を
向
け
た
こ
と
は
、
学
術
的
に

も
、
こ
れ
を
臨
床
に
役
立
て
て
い
く
実
践
的
な
意
味
で
も
、
意
義
深
い
試
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由
な
想
像
や
思
考
や
学
際
性
と
、
学
問
的
な
緻
密
さ
を
両
立
す
る
こ
と

は
、
身
心
変
容
技
法
研
究
会
に
参
画
す
る
多
様
な
論
者
の
協
働
に
よ
れ
ば

十
分
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

離
れ
た
自
由
な
議
論
を
求
め
る
姿
勢
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は

狭
い
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
再
び
引
き
こ
も
ろ
う
と
す
る
反
動
的
な
も
の
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
書
の
実
践
的
関
心
を
十
分
に
実
現
す

る
た
め
に
は
、
身
心
変
容
技
法
を
「
怪
し
い
も
の
」
や
「
疑
似
科
学
」
と

し
て
十
把
一
絡
げ
に
否
定
す
る
人
々
に
対
し
て
届
く
言
葉
で
そ
の
魅
力
や

効
果
を
訴
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
外
部
か

ら
の
批
判
や
検
証
を
可
能
に
す
る
た
め
の
学
問
的
手
続
き
を
精
緻
化
し
て

い
く
こ
と
は
、
こ
の
研
究
が
外
に
向
か
っ
て
「
ひ
ら
か
れ
る
」
た
め
に
こ

そ
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鎌
田
は
『
身
心
変
容
技
法
研

究
』
第
五
号
の
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
宗
教
経
験
に
お
け
る
負

の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
で
、
宗
教
の
公
共
性
に

対
す
る
社
会
的
評
価
が
厳
し
く
な
り
、「
正
し
い
判
断
」
を
下
す
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
共
同
研
究
を
「
い
っ
そ
う
学
術
的

な
精
度
を
上
げ
な
が
ら
問
い
か
け
（
中
略
）
い
っ
そ
う
「
自
由
」
で
大
胆

か
つ
緻
密
な
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
（
二
〇
一
六
年
、
一
八
頁
）。
狭
義
の
宗
教
だ
け
で
な
く
、
統
合
医
療

や
ケ
ア
を
含
め
た
身
心
変
容
技
法
全
体
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

評
者
は
、
本
書
の
問
題
関
心
は
実
証
性
や
科
学
的
な
厳
密
性
を
重
視
す

る
知
と
、
統
合
医
療
や
身
心
変
容
技
法
を
包
括
的
に
考
え
て
現
実
の
問
題

に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
知
の
対
立
を
調
停
し
、
両
者
を
包
括
し
た
新

し
い
学
問
領
域
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
も
の
だ
と
理
解
し
高
く
評
価
す

る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
た
と
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
マ
ス
ク
着
用
の
是
非
を
巡
っ
て
人
々
が
激
し
く
対
立
す
る
状
況
が
生
じ

て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
自


